
高校入試模擬テスト 問題（2018年 11月 出題）

 目次2へ　 解答へ

１．次の各問いに答えなさい。

（１）次の計算をしなさい。

（ア） 9−( ) 3−( )÷ 5 2−( )×+  

（イ) 3 2x y+( ) 4 x 2y−( )−  

（ウ）
8

2
54 3÷−  

（２）次の方程式を解きなさい。

2x
2

4− x 1−( ) x 6+( )=

（３）　下の図のような関数 y
a

x
=  (x 0> , a は定数)のグラフがあります。

　　　２点A, B はこのグラフ上の点で, 点Aの   x 座標は2, 点Bの座標は
　　　 4 3,( ) です。直線 y mx=  (m は定数）が, このグラフと点Aから点Bの

　　　間で交わるとき, m の値の範囲を求めなさい。
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（４）　1～5までの数字が書かれた5枚のカードと, 計算の記号＋, ×が書かれた
２枚のカードがあります。数字が書かれたカードから同時に２枚、, 記号が
書かれたカードから１枚, 合計３枚を取り出し, [例]のような計算を行いま
す。
　このとき, 計算結果が, ４の倍数になる確率を求めなさい。ただし, 計算
の順序は考えないものとし, どのカードの取り出し方も同様に確からしいと
します。

＋ ×１ ２ ３ ４ ５

[例]　数字のカードが　と　で, 記号のカードが　の場合, 

　　　2＋5＝7

　　　ただし, 「5＋2」は「2＋5」と同じものと考える。

２ ５ ＋

（５） 　図のようにBC=r, CD=3r である長方形ABCDがあり, BとDを結びます。
このとき, 直線ABを軸として△ABDを１回転させてできる立体を(ア), 
直線ABを軸として△BCDを１回転させてできる立体を(イ)とすると, 
(イ)の体積は, (ア)の体積の何倍になるか答えなさい。また, その
理由を言葉や数, 式などを用いて説明しなさい。

r
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[図]
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よって, (イ)の体積は(ア)の体積の　　　 倍である。
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（６） 　下の図において, 直角三角形PQRは, 直角三角形ABCを回転移動したも
のです。このとき, 回転の中心Ｏを作図しなさい。ただし, 作図に用い
た線は残しておくこと。
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２．　次の[図１]のような正方形のタイルがあります。このタイルを[図２]のように
規則的にすき間なくしきつめて, １番目, ２番目, ３番目, ・・・の図形をつく
っていきます。このとき, 次の各問いに答えなさい。

[図１]

１番目の図形 ２番目の図形 ３番目の図形

[図２]

色がついた正方形の模様

（１）　下の表は、１番目から５番目までの図形をつくるのに必要なタイルの枚数と,
 　　　そのときにできる色がついた正方形の個数についてまとめたものです。
　　　 このとき, [ア]と[イ]にあてはまる数をそれぞれ求めなさい。

１番目 ２番目 ３番目４番目 ５番目

タイルの枚数

色がついた正方形の模様の個数

4 16 36 (ア) 100

1 5 13 25 (イ)

（２）　直樹さんは, ４番目の図形について, 色がついた正方形の模様の個数を
　　　求める方法を次のように考えました。

[直樹さんの考え方]

４番目の図形の色がついた正方形の模様を, 左の図の

ように実践と点線で囲みます。実践の囲みには正方形が

全部で16個,  点線の囲みには正方形が全部で9個あります。

よって, 色がついた正方形の模様の個数の合計は

16+9=25（個)と考えることができます。

①　　直樹さんの考え方を参考にして, n 番目の図形の色がついた正方形の
　　模様の個数を, n を用いてできるだけ簡単な式で表しなさい。

②　　色がついた正方形の模様の個数が761個であるとき, 何番目の図形か
　　答えなさい。
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冊数(冊) 度数(人)

0 0

1 x

2

3 6

4 1

5 1

6 y

計 20

<表１＞

３年１組の20人

※ただし, 残りの5人は
　含まない。

３． 　右の＜表１＞は, ある中学校の３年１組の生徒25人
のうち, 20人が夏休みに読んだ本の冊数を度数分布表
にまとめたものです。まとめた結果を調べると,  ２冊
 読んだ人数は, １冊読んだ人数の２倍より1人少ない
 ことがわかりました。
１冊読んだ人数をx 人, ６冊読んだ人数をy 人として, 
次の各問いに答えなさい。

（１）　下線部 　　　より, 夏休みに２冊読んだ
　　　人数を, x を用いて表しなさい。

（２）  次の日に, 残りの５人が夏休みに読んだ本の
　　　冊数を調べたところ, 下のようになりました。

残りの５人が夏休みに読んだ本の冊数　0冊　2冊　2冊　3冊　4冊

  この5人を含めた25人が夏休みに読んだ本の冊数の平均値はちょうど
３冊になりました。このとき, x, y についての連立方程式をつくりな
さい。

（３） （２）の連立方程式を解いて, 夏休みに１冊読んだ人数と６冊
　　　読んだ人数をそれぞれ求めなさい。
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冊数(冊) 度数(人)

0 4

1 26

2 43

3 36

4 18

5 8

6 15

計 150

<表２＞ ３年生全員
（４）　右の＜表２＞は, ３年生全員(150人)が夏休
　　　みに読んだ本の冊数を度数分布表にまとめた
　　　ものです。３年生では, 夏休みに本を２冊以上
　　　読むことが学年の目標になっていました。
　　　　このとき, ３年１組全員(25人)と３年生全員
　　　(150人)では, どちらが目標を達成した生徒の
　　　割合が高いかを判断し, 高い方を○で囲みな
　　　さい。また, その理由を言葉や数, 式などを
　　　用いて説明しなさい。

３年１組全員

３年生全員

[説明]
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４． 　右の図のように, 平行四辺形ＡＢＣＤが
あります, 辺ＣＢの延長腺上に, ＤＣ＝ＤＥ
となる点をとり, ＡＢとＤＥの交点をＦとし
ます。ＡとＥ, ＤとＢをそれぞれ結んだとき,
次の各問いに答えなさい。

（１）　△ＡＥＤ≡△ＢＤＣを証明しなさい。

（２）　∠ＢＣＤ＝a°とするとき, ∠ＥＦＢの大きさをa を用いて表しなさい。

（３）　∠ＤＡＦ＝45°, ＢＥ＝10cm, ＢＣ＝6cm のとき, △ＡＥＦの面積を
　　　求めなさい。
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まこと

５． 　真さんは福井国体の観戦に行くため, 会場までバスで向かうことにしました。
そこで, バスの運行の様子を調べたところ, [図１]のように, ２台のバスが
Ｐ停留所と会場Ｑの間を往復していることがわかりました。バス①は午前９時
に, バス②は午前９時２０分に運行を開始し, いずれも片道にかかる時間は10
分間で, 停車時間も10分間です。午前９時からx 分後におけるＰ停留所からの
道のりをy ｍとして次の各問いに答えなさい。ただし, バス①②の速さは一定
であるとします。

０

1200

2400

(9 時)

y(m)

x(分)

【図１】

3600

4800

10 20 30 40 50
Ｐ停留所-----

会場Ｑ--- バス①

バス①

バス②

（１）　バスの速さは分速何ｍか求めなさい。

（２）　９時５分にＰ停留所に到着した真さんは, バスを待っている人の多さから, 
　　　９時２０分発のバス②には乗れないことがわかりました。そこで, ９時４０
　　　分発のバスバス①に乗る場合と歩く場合では, どちらが先に会場に着くか
　　　考えました。その結果, ある時刻より早く出発し, 分速120mの速さでバスと
　　　同じ道を歩けば, ９時40分発のバス①より先に会場Ｑに着くことがわかり
　　　ました。
　　　　真さんは, ９時何分より早くＰ停留所を歩き出せばよいと考えたか答えな
　　　さい。また, その理由を言葉や数, 式などを用いて説明しなさい。

[説明]

　よって, ９時４０分発のバス①より先に会場に着くには, ９時　　　分より早く

Ｐ停留所を歩き出せばよい。
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（３）　９時８分に分速120ｍの速さで歩いてＰ停留所を出発し, 会場Ｑに向かった
　　　真さんは, 1200ｍ進んだ地点でタクシー乗り場を見つけました。タクシー乗り
　　　場で６分待って, 分速800ｍの速さのタクシーで会場Ｑに向かったところ, 
　　　９時２０分発のバス②より先に会場Ｑに着くことができました。

（ア）　真さんが９時８分にP停留所を出発し, 会場Ｑに着くまでの様子を先の
　　　[図１]に記入しなさい。

（イ）　９時２０分発のバス②が, 会場Ｑに着くまでの  xとy の関係を式に表し
　　　なさい。また, このときのx の変域も求めなさい。

（ウ）　真さんの乗ったタクシーがバス②に追いついた時刻を求めなさい。

以上
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